
 
薬
学
部
開
学
記
念
式 

式
辞 

 

本
日
こ
こ
に
、
衆
議
院
議
員 

河
村 

建
夫
様
、
参
議
院
議
員 

林 

芳
正
様
の
代
理
と
し
て 

 
 
 

林 

裕
子
様
、
山
口
県
知
事 

村
岡 

嗣
政
様
、
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学 

理
事
長 

本
山 

和
夫

様
、
山
陽
小
野
田
市 

市
長 
藤
田 

剛
二
様
、
山
陽
小
野
田
市 

市
議
会 

議
長 

小
野 

泰
様
、 

山

口
県 

薬
剤
師
会 

会
長 

中
原 
靖
明
様
、
山
口
県 

病
院
薬
剤
師
会 

会
長 

山
崎 

博
史
様
、
山

陽
小
野
田 

薬
剤
師
会 

会
長 

藤
原 
哲
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、
ご
多
忙
の
な
か
、
山

陽
小
野
田
市
立 

山
口
東
京
理
科
大
学
の
薬
学
部 
開
学
記
念
式
に
、
ご
臨
席
を
賜
り
、
挙
行
で
き
ま

す
こ
と
は
誠
に
喜
び
に
堪
え
な
い
こ
と
で
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

薬
学
部
の
開
学
に
当
た
り
、
新
校
舎
の
建
築
が
無
事
故
・無
災
害
で
進
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
事
業

を
統
括
さ
れ
ま
し
た
、
山
陽
小
野
田
市
長
様
を
は
じ
め
と
す
る
市
関
係
者
の
皆
様
、
工
事
を
担
当
さ
れ

た
企
業
体
、
並
び
に
工
事
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
様
方
に
は
、
新
校
舎
の
工
事
期
間
中
、
何
か
と
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
学

創
立
以
来
、
温
か
く
見
守
って
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
山
口
県
の
人
口
は
現
在
、
約
１
３
７
万
人
で
す
が
、
薬
学
部
を
設
置
し
て
い
る
国
公
私
立
大

学
が
本
県
に
は
な
か
った
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
他
県
の
薬
学
部
へ
の
進
学
者
が
約
２
０
０
名
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
山
口
県
に
戻
って
く
る
薬
剤
師
は
３
０
名
程
度
で
、
薬
剤
師
の
後
継
者
不
足
が
長
年
の
課
題

と
な
って
お
り
、
山
口
県
に
お
け
る
薬
学
部
の
設
置
が
長
年
に
わ
た
り
、
大
変
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。 

 



こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
本
学
に
薬
学
部
が
設
置
す
る
に
際
し
、
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
、 

山
陽
小
野
田 

市
議
会
の
皆
様
、
小
野
田 

商
工
会
議
所
、
山
陽 

商
工
会
議
所
の
皆
様
、
山
口
県
の 

皆
様
、
山
口
県 

高
等
学
校
長
協
会
の
皆
様
、
山
口
県 

薬
剤
師
会
、
山
口
県 

病
院
薬
剤
師
会
、
山
陽

小
野
田 

薬
剤
師
会
の
皆
様
、
姉
妹
校
で
あ
り
ま
す
東
京
理
科
大
学
、
そ
し
て
地
域
の
企
業
、
医
療 

機
関
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
様
か
ら
、
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
背
景
下
、
本
学
に
開
学
し
ま
し
た
薬
学
部
は
、
『薬
学
を
と
お
し
て
人
の
健
康
を
守

る
』、
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
社
会
に
有
為
な
医
療
人
材
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
に
、
本
学 

薬
学
部
で
は
、
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
扱
う
『医
療
・臨
床
薬
学
』、
薬
の
発
見
や
製
造

に
関
わ
る
『創
薬
科
学
』、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・オ
ブ
・ラ
イ
フ
を
確
保
す
る
『社
会
健
康
薬
学
』、
な
ど
の

多
様
な
視
点
か
ら
『薬
』に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、
健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
る
考
え
方
に
着
目

し
て
、
日
常
生
活
で
病
気
を
防
ぐ
『予
防
薬
学
』も
教
授
す
る
な
ど
、
従
来
の
薬
学
の
知
識
に
加
え
て
、

現
代
社
会
に
即
し
た
薬
学
の
考
え
方
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
本
学
の
特
色
の
一
つ
で
す
。 

薬
剤
師
国
家
試
験
に
合
格
す
る
た
め
の
教
育
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
座
学
で
得
ら
れ
る
知
識
や 

技
術
と
共
に
、
介
護
、
医
療
、
福
祉
な
ど
地
域
の
大
学
、
組
織
と
連
携
し
て
、
多
様
な
人
と
交
流
す
る
こ

と
に
よ
って
、
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
と
健
康
を
支
え
る
こ
と
を
、
経
験
も
通
し
て
人
材
を
育
て
て
ま
い

り
ま
す
。 

大
学
全
体
と
し
て
は
、
工
学
部
と
の
薬
工
連
携
を
強
固
な
も
の
と
し
、
山
陽
小
野
田
、
並
び
に
山
口

県
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
協
働
す
る
と
と
も
に
、
環
境
・衛
生
・  

健
康
・加
齢
な
ど
に
関
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
講
座
の
機
会
の
提
供
も
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
て
、
地
域
に
生

き
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

 
 



卒
業
後
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
で
身
に
つ
け
た
能
力
を
も
と
に
、
医
療
現
場
や
薬
局
、
行
政
、
企
業
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
「問
題
発
見
力
」、
お
よ
び
「課
題
解
決
力
」を
も
って
、
学
び

を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
って
、
結
果
と
し
て
、
市
民
の
生
活
と
健
康
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る 

 

有
為
な
薬
学
人
材
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
って
、
人
材
育
成
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
本
学
に
対
す
る
ご
理
解
、
並
び
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
薬
学
部
開
学
記
念
式
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
三
十
年
四
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
立
大
学
法
人 

山
陽
小
野
田
市
立 

山
口
東
京
理
科
大
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理
事
長 

池
北
雅
彦 

 


